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同

窓

会

も

三

十

周

年

を

む

か

え

ま

す

同

窓

会

理

事

長

渡

辺

愛

子

こ

の

度

、

同

窓

会

理

事

長

を

務

め

さ

せ

て

い

た

だ

く

こ

と

に

な

り

ま

し

た

、

昭

和

三

十

七

年

卒

業

の

渡

辺

愛

子

で

す

。

ど

う

ぞ

よ

ろ

し

く

お

願

い

し

ま

す

。

昨

年

度

、

杉

並

第

二

小

学

校

は

創

立

百

三

十

周

年

を

迎

え

ま

し

た

。

十

一

月

八

日

に

催

さ

れ

た

記

念

式

典

、

祝

賀

会

に

は

多

く

の

同

窓

生

の

参

加

も

あ

り

盛

会

の

う

ち

に

終

わ

り

ま

し

た

。

ご

存

じ

の

よ

う

に

、

杉

二

小

は

一

八

八

四

年

（

明

治

十

七

年

）

こ

の

地

に

開

校

し

て

以

来

、

様

々

な

歴

史

を

乗

り

越

え

て

今

日

に

至

っ

て

い

ま

す

。

そ

し

て

、

百

周

年

の

翌

年

発

足

し

た

同

窓

会

も

杉

二

小

と

と

も

に

歴

史

を

刻

む

こ

と

に

な

り

、

多

く

の

同

窓

生

の

支

援

を

い

た

だ

き

、

同

窓

会

文

庫

の

充

実

を

は

じ

め

、

子

供

た

ち

の

学

ぶ

環

境

を

応

援

し

て

い

く

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

今

後

も

更

な

る

活

動

を

通

し

て

杉

二

と

共

に

歩

ん

で

行

き

た

い

と

思

い

ま

す

。

杉

二

小

の

周

り

の

地

域

の

様

子

も

、

昔

の

面

影

を

残

す

と

こ

ろ

、

す

っ

か

り

変

わ

っ

て

し

ま

っ

た

と

こ

ろ

と

様

々

で

す

が

、

杉

二

小

は

変

わ

ら

ず

地

域

に

し

っ

か

り

根

を

張

っ

て

子

供

た

ち

を

育

て

て

い

ま

す

。

同

窓

生

の

み

な

さ

ま

、

ぜ

ひ

六

月

十

四

日

の

同

窓

会

総

会

に

お

い

で

に

な

り

、

杉

二

小

の

現

在

と

、

幼

い

こ

ろ

遊

ん

だ

な

つ

か

し

い

地

域

を

訪

ね

て

み

て

く

だ

さ

い

。

多

く

の

同

窓

生

の

参

加

を

心

よ

り

お

待

ち

し

て

い

ま

す

。

最

後

に

な

り

ま

し

た

が

、

同

窓

会

の

発

足

と

発

展

に

多

大

な

ご

尽

力

を

い

た

だ

き

ま

し

た

桐

村

則

子

前

理

事

長

に

感

謝

の

気

持

ち

を

伝

え

た

い

と

思

い

ま

す

。

注：総会関連費用は別途単独決算、詳細を次年度総会時に報告

第３０回同窓会総会開催案内

１．開催日 平成２７年６月１４日（日）

２．会 場 杉並第二小学校体育館 （スリッパの用意あり）

３．同窓会進行

-１．開 場 １１時

-２．杉二小ウィンドバンド演奏（校歌斉唱共） １１時２０分～４５分

ｰ３．歌唱＆トーク(池田早苗さん) １２時～１２時４０分

-３．総 会 １２時４５～１３時１５分

議題１．平成26年度会務報告

２．平成26年度収支決算報告・会計監査報告

３．平成27年度事業計画(案）

４．平成27年度事業予算(案）

５．期中役員改選 ６．その他

-４．同窓会文庫寄贈式

-５．懇親会 １３時２０分～１５時

会費 ３，０００円 （立食形式、テーブル周囲に椅子をご用意）

懇親会会費は当日受付にてお支払いください！

注：時間が例年より前倒しになっています。ご注意ください！

注：時間が例年より前倒しになっています。ご注意ください！注：時間が例年より前倒しになっています。ご注意ください！

注：時間が例年より前倒しになっています。ご注意ください！

本年も恒例の同窓会総会を上記の通り開催いたすことになりました。

旧職員の方々もお誘いしています。杉二小ウィンドバンドの皆さんの

吹奏楽演奏、会員の歌唱＆トーク、総会、懇親会を予定しています。

皆々様お誘い合わせの上、ご出席賜りたくご案内申し上げます。

同窓会会長 松田 輝雄

第

二

十

九

回

総

会

概

要

報

告

二

〇

一

四

年

六

月

八

日

(

日

)

、

同

窓

生

、

師

岡

校

長

、

林

副

校

長

の

皆

様

ご

出

席

で

母

校

体

育

館

に

て

実

施

致

し

ま

し

た

。

杉

二

小

ウ

ィ

ン

ド

バ

ン

ド

の

演

奏

後

五

十

余

名

の

ご

参

加

で

藤

井

常

任

理

事

を

議

長

に

、

諸

議

題

審

議

、

承

認

の

総

会

を

粛

々

と

実

施

、

定

期

役

員

改

選

結

果

は

左

記

の

よ

う

に

な

り

ま

し

た

。

ま

た

、

懇

親

会

も

六

〇

余

名

の

参

加

で

な

ご

や

か

に

行

わ

れ

ま

し

た

。

会

場

の

準

備

と

片

付

け

に

ウ

ィ

ン

ド

バ

ン

ド

関

連

の

お

母

様

方

、

若

手

先

生

方

の

ご

協

力

を

得

ま

し

た

。

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。
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成
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十

六

年

度
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会

活

動

平

成
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十

六

年
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月

七

日

会

計
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査

四

月

十

二

日

第

一

回

定

期

理

事

会

四

月

十

九

日

総

会

資

料

印

刷

四

月

二

十

七

日

総

会

案

内

状

＆

会

報

発

送

六

月

二

日

総

会

準

備

会

六

月

八

日

第

二

十

九

回

総

会

・

懇

親

会

七

月

五

日

臨

時

理

事

会

兼

総

会

反

省

会

十

月

八

日

常

任

理

事

会

十

月

十

八

日

第
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回

定

期
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事

会

十
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月

八

日

杉

二

創

立

百

三

十

周

年

行

事

十

二

月

二

十

日

会

員

拡

充

案

内

発

送

平

成

二

十

七

年

二

月

二

十

一

日

第

三

回

定

期

理

事

会

三

月

五

日

本

年

度

卒

業

生

へ

礼

状

四

月

七

日

常

任

理

事

会

総会出席者

藤井議長と萩野監事

松田会長

ウィンドバンド演奏に聞き入る同窓生

石田校長

蕪山副理事長27年度活動計画説明

渡辺副理事長26年度活動結果報告

１８年卒の皆さん

岩田副会長乾杯で懇親会開始

３１年卒の皆さん

５１年卒の最若手会員

最後は手締めで

次を担う若手会員

３６年卒の皆さん

兒玉さん執筆書を紹介する

蕪山さんと草刈さん

ウィンドバンド演奏

同窓会文庫目録贈呈

  科         目 予 算 額 決 算 額

1,871,904 1,871,904

   終身会費 80,000 138,000

   寄 付 金 300,000 415,000

   雑 収 入 1,000 16,224

   今 期 小 計 381,000 569,224

   合       計 2,252,904 2,441,128

  科         目 予 算 額 決 算 額

   事 業 費 400,000 312,055

   会 議 費 40,000 35,437

   印 刷 費 20,000 11,933

   事務用品費 10,000 3,653

   通 信 費 400,000 376,620

   雑     費 40,000 28,244

   予 備 費 30,000 0

   今 期 小 計 940,000 767,942

   次期繰越金 1,312,904 1,673,186

   合       計 2,252,904 2,441,128

   前期繰越金

総会案内 2,472通発送(187,104)

返信用葉書(2600x52) その他

運動会祝金10,000

振込手数料：郵便局17,920/銀行324

総会剰余金15,986 利息238

支 出 の 部

支 出 の 部支 出 の 部

支 出 の 部

      摘        要

会報代金42,296、楽器維持費50,000、

図書代金94,869、

130周年記念品代金124,890

平成26年度収支決算報告

（自 平成26年4月１日 至 平成27年3月31日）

収 入 の 部

収 入 の 部収 入 の 部

収 入 の 部

      摘        要

新卒業生91名、既卒業生47名から

頂きました。

145名さまから頂きました。

会長 副会長

　 松田輝雄(S27) 　 岩田和保(S21)、高橋清(S23)

理事長 副理事長

　 渡辺愛子（S37） 　 蕪山美津子(S21)、藤井眞人（S30）

常任理事

　 稲束原樹(S25)、高村靖夫（S25）、南秀郎(S27)、牛田和宣(S34)、

福澤純平(S36)、小林茂雄(S50 )

理事

寺山宜弘（S15)、清水恵一郎(S21)、眞栄田兼義（S22)、八ッ藤恒夫(S23)、

　　　田中幸子(S23)、上原敏子(S24)、近藤正彦(S25)、勝村克子(S26)、

　　　木代和民(S29)、西崎泰(S29)、辻毅(S30)、長岡三郎(S32)、高橋恒一(S35)、

　　　仲尾美智子(S35)、渡邊圭子(S36)、川畑辰巳(S39)、歌原俊朗(S40)、

　　　小島けい子(S40)、佐々木敬昌(S41)、飯森俊善(S49)、粕谷賢(S49)

監事 顧問

眞鍋孝子（S18)、萩野釭一(S34) 本橋保正(S8)

注記：

１．正副理事長・常任理事は会長提案を受け、理事会にて同意し決定

２．総会以後のご逝去者・ご辞退者を反映

３．川久保達也(S31) 、國行徹夫(S31) 、蕪山貢一良(S36) 、高橋幹男(S37)、

　　本橋功(S51)各氏、理事・監事役員として本年総会で選任頂く予定

　　　　　定期役員改選結果

　 平成26年6月8日定期改選結果：（）内は卒業年・・・敬称略
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杉二小創立１３０周年記念式典と祝賀会が２０１４年１１月８日(日)

母校体育館にて実施されました。

杉二小及び、創立１３０周年記念事業実行委員会より、同窓会会員

の参加打診を受け、式典は役員を中心、祝賀会に各年代毎数名に

案内を出して頂きました。（式典：２５名、祝賀会：１４８名）

式典に１９名、祝賀会に３７名の会員が参加され、同窓会総会とは

趣の異なる会合を楽しみました。

上記に先立ち、同日午前中に児童達の創立１３０周年記念集会が

体育館で行われ、蕪山貢一良さん(昭３６卒)が「杉二小の昔の話」を

沢山の写真を見せながら子供たちに聞いてもらいました。

およそ６０年前の杉二小周辺の環境に一様に驚いたことでしょう。

創

立

百

三

十

周

年

を

終

え

て

杉

並

第

二

小

学

校

校

長

石

田

光

男

昨

年

の

十

一

月

八

日

（

土

）

に

本

校

の

創

立

百

三

十

周

年

記

念

式

典

及

び

祝

賀

会

を

盛

大

に

催

す

こ

と

が

で

き

、

同

窓

会

の

皆

さ

ま

に

は

多

数

の

ご

参

加

を

頂

き

ま

し

た

。

本

当

に

有

難

い

こ

と

だ

と

思

っ

て

お

り

ま

す

。

誠

に

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

明

治

十

七

年

（

一

八

八

四

年

）

に

「

成

田

小

学

校

」

と

し

て

、

こ

の

尾

崎

の

丘

に

開

校

し

て

以

来

、

昨

年

度

末

ま

で

に

一

万

五

千

名

余

り

の

卒

業

生

を

輩

出

し

て

お

り

ま

す

。

百

三

十

年

と

い

う

歴

史

と

伝

統

を

大

切

に

し

、

よ

り

よ

い

社

会

、

世

界

を

創

造

で

き

る

人

材

を

育

成

で

き

る

よ

う

、

今

後

と

も

努

力

を

続

け

て

い

く

所

存

で

す

。

創

立

百

三

十

周

年

記

念

式

典

の

式

辞

で

次

の

よ

う

な

言

葉

を

述

べ

ま

し

た

。

「

つ

ら

い

時

や

苦

し

い

時

、

学

校

は

い

つ

で

も

人

々

の

心

の

拠

り

所

に

な

っ

て

い

た

と

思

い

ま

す

。

学

校

に

行

け

ば

友

だ

ち

に

会

え

る

、

一

緒

に

勉

強

が

で

き

る

、

一

緒

に

楽

し

く

遊

ぶ

こ

と

が

で

き

る

。

学

校

に

通

う

こ

と

で

私

た

ち

は

人

と

の

心

の

絆

を

結

び

、

深

め

て

い

く

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

学

校

で

の

日

々

が

そ

の

先

の

人

生

を

前

向

き

に

歩

ん

で

い

け

る

礎

（

い

し

ず

え

）

に

な

っ

て

い

ま

し

た

。

だ

か

ら

、

学

校

は

す

べ

て

の

人

に

と

っ

て

の

「

ふ

る

さ

と

」

で

あ

る

と

言

え

ま

す

。

杉

二

小

の

皆

さ

ん

は

多

く

の

地

域

の

方

々

に

支

え

ら

れ

、

見

守

ら

れ

な

が

ら

、

楽

し

く

安

全

に

学

校

生

活

を

送

る

こ

と

が

出

来

て

い

ま

す

。

地

域

の

方

々

が

皆

さ

ん

の

こ

と

を

支

え

て

下

さ

る

の

は

、

杉

二

小

と

い

う

学

校

を

「

ふ

る

さ

と

」

と

し

て

大

切

に

大

事

に

思

っ

て

下

さ

っ

て

い

る

か

ら

で

す

。

で

す

か

ら

、

大

勢

の

方

々

の

温

か

い

気

持

ち

に

感

謝

す

る

心

を

強

く

持

っ

て

も

ら

い

た

い

と

思

い

ま

す

。

」

杉

並

第

二

小

学

校

と

い

う

「

ふ

る

さ

と

」

を

同

窓

会

の

皆

さ

ま

の

お

力

を

頂

き

な

が

ら

、

よ

り

よ

く

発

展

さ

せ

て

い

き

た

い

と

思

い

ま

す

。

ど

う

ぞ

よ

ろ

し

く

お

願

い

致

し

ま

す

。

会

員

短

信

・

・

・

敬

称

略

(

六

十

年

前

・

七

十

年

前

に

卒

業

さ

れ

た

皆

様

か

ら

頂

い

た

昨

年

総

会

案

内

へ

の

短

信

を

ご

紹

介

し

ま

す

。

三

百

二

十

余

名

の

同

窓

生

、

及

び

四

十

名

の

教

職

員

の

方

々

か

ら

、

ご

近

況

を

頂

き

ま

し

た

。

紙

面

の

都

合

上

左

記

に

限

っ

た

こ

と

ご

容

赦

を

・

・

・

。

)

■

六

十

年

前

昭

和

三

十

年

三

月

卒

の

皆

様

塩

川

昌

久

七

十

才

を

超

え

て

、

だ

ん

だ

ん

体

力

・

気

力

と

も

お

と

ろ

え

て

き

ま

し

た

が

、

週

一

～

二

回

の

テ

ニ

ス

、

善

福

寺

川

周

辺

の

散

歩

を

続

け

て

い

ま

す

。

あ

と

は

料

理

作

っ

た

り

、

読

書

な

ど

を

し

て

い

ま

す

。

高

田

紘

二

い

つ

も

同

窓

会

の

お

世

話

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

会

の

ご

盛

会

を

祈

っ

て

お

り

ま

す

。

辻

毅

杉

二

時

代

、

杉

原

先

生

か

ら

お

教

え

頂

い

た

歌

の

数

々

を

毎

日

二

十

～

三

十

曲

は

歌

っ

て

楽

し

ん

で

居

り

ま

す

。

有

難

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

種

村

幸

子

幹

事

さ

ん

お

世

話

さ

ま

で

す

。

原

田

（

峰

尾

）

恵

子

子

供

の

頃

か

ら

体

を

動

か

す

事

が

好

き

だ

っ

た

の

で

現

在

も

軽

登

山

、

卓

球

は

続

け

て

い

ま

す

。

あ

と

何

年

続

け

ら

れ

る

か

解

り

ま

せ

ん

が

・

・

・

。

川

野

英

毅

返

送

遅

れ

て

申

し

訳

あ

り

ま

せ

ん

。

同

窓

会

報

な

つ

か

し

く

拝

見

し

て

お

り

ま

す

。

欠

席

で

申

訳

け

あ

り

ま

せ

ん

。

齋

藤

彰

夫

残

念

で

す

が

、

当

日

所

用

有

り

失

礼

し

ま

す

。

私

は

お

蔭

様

で

種

々

活

動

を

通

じ

、

生

涯

現

役

モ

ー

ド

で

お

り

ま

す

。

ご

盛

会

を

祈

り

ま

す

。

相

澤

（

安

藤

）

聿

子

創

立

百

三

十

周

年

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

同

窓

会

楽

し

み

に

し

て

い

た

の

で

す

が

、

先

約

が

あ

り

申

し

訳

け

あ

り

ま

せ

ん

。

介

護

福

祉

士

と

し

て

お

年

寄

の

お

世

話

を

さ

せ

て

い

た

だ

い

て

お

り

ま

す

。

富

田

（

木

下

）

道

子

は

と

が

「

す

」

を

作

り

、

退

治

に

苦

労

し

て

い

ま

す

。

二

ヶ

所

の

会

長

職

が

と

れ

、

ホ

ッ

と

し

て

い

ま

す

。

山

村

（

金

子

）

万

壽

年

に

何

回

か

の

国

内

旅

行

が

楽

し

み

で

す

。

あ

っ

ち

こ

っ

ち

傷

み

な

が

ら

も

孫

六

人

(

内

三

人

は

内

孫

で

す

)

と

い

う

事

で

に

ぎ

や

か

な

毎

日

で

す

。

岡

田

正

孝

孫

も

杉

二

の

三

年

生

に

な

り

(

長

男

)

、

来

年

は

長

女

が

入

学

し

ま

す

。

■

七

十

年

前

昭

和

二

十

年

三

月

卒

の

皆

様

高

浦

民

雄

関

西

に

住

み

つ

い

て

は

や

六

十

年

近

く

な

り

、

す

っ

か

り

大

阪

の

人

と

な

っ

て

し

ま

い

ま

し

た

。

し

か

し

、

春

に

な

る

と

す

ぐ

思

い

出

す

の

は

杉

二

の

桜

で

す

森

尻

清

京

都

に

住

ん

で

五

五

年

、

杉

二

界

隈

は

ど

う

な

っ

て

る

の

で

し

ょ

う

？

一

度

行

っ

て

み

た

い

で

す

。

元

気

に

し

て

ま

す

。

平

賀

靖

夫

毎

年

の

御

連

絡

有

難

う

ご

ざ

い

ま

す

。

加

令

の

為

欠

席

い

た

し

ま

す

。

皆

様

に

よ

ろ

し

く

。

松

田

邦

夫

何

と

か

年

相

応

(

八

十

一

)

に

が

ん

ば

っ

て

い

ま

す

。

こ

の

と

こ

ろ

体

調

を

く

ず

し

失

礼

し

ま

す

。

伊

藤

（

池

田

）

美

奈

子

同

窓

会

報

な

つ

か

し

く

拝

見

し

ま

し

た

。

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

杉

山

光

男

元

気

で

動

い

て

い

ま

す

。

体

の

動

き

が

い

つ

の

間

に

か

少

な

く

な

る

の

で

気

を

つ

か

っ

て

い

ま

す

。

宮

澤

（

本

橋

）

昭

子

お

し

ら

せ

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

足

が

不

自

由

で

す

が

元

気

に

し

て

お

り

ま

す

。

山

中

<

服

部

>

祐

子

杉

二

を

卒

業

し

て

七

十

年

近

く

、

今

で

も

担

任

の

先

生

方

の

名

前

と

顔

を

は

っ

き

り

覚

え

て

い

ま

す

。

石井二郎さん(S34)

ｺﾝﾋﾞﾆ「すぎのや」

お米屋さんから発展

させ、地元に人気

勿論、支えているの

は奥様の力

篠原明さん(S36)

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾍﾟｰｽ

＆ ｶﾌｪ

「ﾊｰﾄｽﾄﾘﾝｸﾞｽ」

奥様がｵｰﾅｰ、珈琲

＆ｹｰｷ、有機野菜

主体の食事が楽し

める素敵な空間

今

年

は

同

窓

会

総

会

第

三

十

回

十

年

毎

に

振

り

返

っ

て

み

ま

し

た

。

い

ろ

い

ろ

な

事

が

あ

り

ま

し

た

。

十

年

前

二

〇

〇

五

年

(

平

一

七

年

)

【

校

長

】

丸

山

麻

雄

先

生

■

「

愛

・

地

球

博

」

愛

知

県

で

開

幕

■

Ｊ

Ｒ

福

知

山

線

脱

線

事

故

■

宇

宙

飛

行

士

野

口

聡

一

、

宇

宙

へ

■

筑

波

エ

ク

ス

プ

レ

ス

線

開

業

■

日

本

人

口

、

統

計

開

始

以

来

初

の

自

然

減

二

十

年

前

一

九

九

五

年

(

平

七

年

)

【

校

長

】

橳

島

孝

夫

先

生

■

阪

神

・

淡

路

大

震

災

■

地

下

鉄

サ

リ

ン

事

件

■

九

州

自

動

車

道

全

線

開

通

■

ゆ

り

か

も

め

開

業

■

高

速

増

殖

原

型

炉

「

も

ん

じ

ゅ

」

事

故

三

十

年

前

一

九

八

五

年

(

昭

六

〇

年

)

【

校

長

】

諸

井

次

郎

先

生

■

「

つ

く

ば

科

学

万

博

」

開

催

■

日

本

航

空

機

御

巣

鷹

の

尾

根

墜

落

事

故

■

日

本

人

宇

宙

飛

行

士

誕

生

■

関

越

自

動

車

道

全

線

開

通

■

大

鳴

門

橋

開

通

四

十

年

前

一

九

七

五

年

(

昭

五

〇

年

)

【

校

長

】

今

井

幸

太

先

生

■

第

二

次

ベ

ビ

ー

ブ

ー

ム

■

日

本

女

性

エ

ベ

レ

ス

ト

初

登

頂

■

天

皇

が

史

上

初

め

て

米

国

公

式

訪

問

■

山

陽

新

幹

線

博

多

ま

で

開

通

■

沖

縄

国

際

海

洋

博

覧

会

開

幕

五

十

年

前

一

九

六

五

年

(

昭

四

〇

年

)

【

校

長

】

最

首

五

郎

先

生

■

車

・

カ

ラ

ー

テ

レ

ビ

・

ク

ー

ラ

ー

の

３

Ｃ

時

代

■

朝

永

振

一

郎

氏

、

ノ

ー

ベ

ル

物

理

学

賞

受

賞

■

日

本

サ

ッ

カ

ー

リ

ー

グ

開

幕

■

エ

レ

キ

ギ

タ

ー

ブ

ー

ム

■

富

士

山

レ

ー

ダ

ー

観

測

開

始

六

十

年

前

一

九

五

五

年

(

昭

三

〇

年

)

【

校

長

】

丸

山

松

太

郎

先

生

�

杉

田

良

緒

先

生

■

「

三

種

の

神

器

」

洗

濯

機

・

冷

蔵

庫

、

テ

レ

ビ

■

日

本

初

の

「

ト

ラ

ン

ジ

ス

タ

ラ

ジ

オ

」

発

売

■

広

辞

苑

初

版

発

行

■

一

円

、

五

〇

円

硬

貨

発

行

■

料

金

前

納

式

の

公

衆

電

話

機

出

現

七

十

年

前

一

九

四

五

年

(

昭

二

〇

年

)

【

校

長

】

吉

住

作

次

郎

先

生

�

吉

川

良

弘

先

生

■

児

童

の

集

団

疎

開

■

東

京

大

空

襲

・

全

国

各

地

空

襲

■

広

島

・

長

崎

へ

原

爆

投

下

■

終

戦

■

進

駐

軍

に

よ

る

統

治

開

始

■

国

際

連

合

正

式

設

立

杉二小創立１３０周年記念式典の様子

杉二小創立１３０周年記念集会の様子

地元でご活躍中の同窓生を紹介します。


